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研究成果の概要 

本研究はありふれた圧電物質に対して精緻なナノ細孔構造を導入することで、従来は有効活用でき

ていなかった微小な力学的エネルギーを駆動力としたレドックス触媒の実現と物質変換への利用を目

指す。反応メカニズムの理解および反応系の探索を通じて、ナノ構造の観点から圧電触媒の設計指針を

確立する。 

本年度は圧電物質のナノ構造を精密に制御する合成手法について検討し、圧電触媒反応を検討した。

代表的な圧電セラミックスであるニオブ酸リチウムにナノ細孔構造を導入し、圧電触媒反応を行った。

作製した試料ではレドックス反応の進行が確認された一方で、比較として無孔質なニオブ酸リチウム

粒子を用いて同程度の圧力を印加した場合には反応はほとんど進行しなかった。この結果はナノ細孔

構造の導入によって圧電触媒反応を駆動する圧力が低減したことを示唆している。 
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